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３ 要旨

 露地夏秋キュウリの防虫ネット被覆栽培は、アブラムシが媒介するウイルス感染を防ぎ、殺虫剤の散布
回数を削減できる有効な技術である。しかし、防虫ネットの全期間被覆栽培では、流れ果の発生による減
収が問題となっているため、当栽培法に適する品種の検討を行った。

(1) 平成１３年度は「つや太郎」「クライマー１号」「フロンティア」「パイロット」を供試した。流れ果は、「つ
や太郎」が無被覆と同等で少なかった。しかし、他の品種は、流れ果が多く減収した。

(2) 平成１４年度は「パイロット」「金星」「つや太郎」の３品種を供試した。被覆栽培の総収量は、「つや
太郎」「パイロット」「金星」の順であったが、何れも無被覆の収量を下回った。

 以上のことから、全期間被覆栽培に適する品種はなく、ミツバチ放飼等流れ果対策を行う必要がある。
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